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京大広報 1990 10. 1 
京都大学秋季企画展 ： 
自然史資料・標本展の開催 ！ 
； 京一一館叩委員会は文叩物館企画展示ホー場として秋季 ！ 
； 企画展 「自然史研究へのいざない」を下記のとおり開催します。本学の教職員 ・学生は無料で t 







開館時間月限口～金I程｜司 9 : 30～16 : 30 
土眼目 9 : 30～12: 00 
（入館は閉館30分前まで ・日祝日（i休館）






























； 第1回京一然史博物館設立推進委一講座 ； 
一 自然史研究へのいざない 一
： 平成2年l叩 2日～12J.l8日までの期間，木学文学部開館企画展示ホールにおいて，京都大学 1
i秋季企画展として「自然史資料 ・標本展一自然史研究へのいざない」が開催されますが，木講座 ！ 
i は，それらの展示と関連した4つのトピックスを選び，研究方法や研究の成果についてわかりやす ！ 
i く解説することを目指しています。 i 
: 1 .開講日平成2年1月10日・17日・24日・12月1日（毎土曜日 計4回）
i 2 時間各回午後 1Ii 分～午後4fl寺
! 3 .場所文学部博物館3階講演室 ； 
i 4 定 員 75名（申込が定員を超過した場合は抽選により決定します）
• 5 .受講料 3,290円（全講義を通しての受講料です）
! 6 .演題 ・講師 ！ ! 1月10日花の自然史 理学部教J受河野 1[1 - ~ ’ 花をつける櫛物は，顕花植物と呼ばれるが，その進化の過程で生みだされた，多種多様な形 i 
i や色彩，性の世界と昆虫を含む動物述との削Lにして精妙な共存の位界について語る。 ; 
! 1月17日腿虫類の自然史 理学部助手疋田 努 ＋ 





12月 1日 コムギのふるさとを訪ねて 出学部教授阪本寧男 ： 








t 8 郵送先 ・閉会わせ先
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No. 396 京大広 報
紙幅の制約のため紹介しえないのを遺憾とする。
哲学科各研究室に事務局を置いて刊行されてい
る学術誌も多く，哲学科全教授 ・助教授らを委員
とする京都哲学会の『哲学研究』を始め，十余種
を数える。
最近では，時代の要請に応えるため，科学哲
学， 日本思想史学等の講座の新設への要望も強
い。また，第4の学不｜たるべき文化行動学科の設
置計四と関連しての新たな発展も期待される。
（文学部）
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国際交流と輸入感染症
多くの学生が休暇を利用して，海外のかなり未
開拓な地域に入り込んで帰国したり ，あるいは諸
外国からの留学生や学者の数が大学内で増える
と，わが国で‘は珍しい疾患に限患して，保健診療
所を訪れるケースが最近目立つようになった。
従って，法定伝染病や，対応に困るような病気
に遭遇する機会が，医療従事者のみならず大学関
係者にも多くなると考えられるので， 目ぼしい病
気について簡単にふれてみたい。
1 ）肺結核 ；わが国で＇f'j；現在で『も決して少なく
ない疾患であるが，留学生の健康診断時胸部X線
写真をみて驚くほど新鮮な感染例を経験すること
がある。自覚症状が乏しく，自分は病気ではない
と主張して困ることも珍しくなし、。わが国の結核
による人口 10万対死亡事を見ると， 1988年で3.2
であり，欧米（0.3～1. 5）に比較して市し、。ちな
みに東南アジア諸国では6～7である。
2）マラリア ；第二次世界大戦直後は，南方か
らの引揚者に多くみられ，年配の人には馴染みが
ある病気である。世界保健機関（WHO）の報告
によれば， 1987年の年間患者発生数は 500万人を
こえ，世界中では約2憶の患者がし、るといわれて
いる。しかし実態はもっと多くの患者がL、るとも
いわれている。旅馴れた人は日本を出発する前
に，予防薬を入手しているようであるが，治療薬
の日本での製造はなされていなし、。昨年経験した
学生のケースでは，予防薬を服用していたにもか
かわらず，帰国後に発症した。
3）検疫伝染病及び法定伝染病； 検疫伝染病に
はコレラ， Jな熱病，ベストの3種類がある。法定
伝染病にはコレラ，腸チフス，赤痢，アメーパ赤
痢など合計11疾患がある。最近増えているのはコ
レラ，赤痢，アメーパ赤痢である。ここ数年私達
が把握している範囲でも，京大の学生で法定伝染
病に権，也する人数は，年間2' 3人はいるが，立z
態は私う少し多いかもしれなし、。アメーパ赤痢は
熱；Ii；：，亜熱~WJ也方を中心に広く i1!・界に分布してい
る原虫症であり， 世界中で約5低の患者がし、ると
推定されており，年間数万人の死亡者がし、る。こ
の疾d也が注目されている理由は， STD（性行為
感染症）やホモセクシャルによる感染が多いとい
うことがわかっているからである。
4）ウイルス性肝炎 ；A型肝炎， B型肝炎，非
A非B型肝炎などが含まれるが，海外渡航からの
帰国後に発症する肝炎を輸入肝炎と呼び，その約
80%はA型肝炎である。B型肝炎ウイルスの感染
頻度は，アジア，アフリカで5～15%と高率で，
わが国で、は 1～2%である。波Ji!Jtl耐にワクチ ンや
7・グロプリンなどによる予防措置が有効である0
~i"A~ i" B型肝炎のウイルスはー積類ではないとい
う説もあるが，発見も間近く，ワクチンのPH発が
待たれる。
5）旅行者下痢症 ；院生で海外旅行から陥って
原因不明の下痢に悩まされ，いろいろ調べた結
果，カンピロパクターの感染による大腸炎であっ
たケースがあった。ランフ．ル鞭毛虫とし、う原虫に
よる場合も比較的多いとされている。旅行などで
体力が弱ったり，新しい病原体や寄生虫にたいす
る免疫力，抵抗力カ； ~~い場合は向然回復が遅れ
る。
6）エイズ ；WHOは，世界のエイズ患者は
1990年 4月末で254,078人と発表している。 n木
では 189人が厚生省のエイズサーベイランス委員
会から報告されている。欧米の人はエイズに感染
していることを自己申告してくれるので助かる。
以上，海外渡航，留学生のj曽加にともなう愉入
感染症について述べてきたが，一方で，外国から
の生鮮食料品によってこれらの疾患に擢息した
り，輸入ベット動物による寄・生虫の感染などで増
えている ようなので，注意が必要で‘ある。例えば
輸入ドジョウから感染する顎口虫症などが知られ
ている。
（保健診療所森下玲児）
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